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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・【報告】1月20日『発達障害を語り合う凸凹交
流会』（東京）を開催しました

・【報告】12月6日 ダブルマイノリティに関す
る事業の報告会を開催しました

・【報告】12月10日「リカバリーカレッジ高知」
で熊本地震に関する話題提供を行いました（一
般社団法人精神障害当事者会ポルケ）

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信
報告

2024年1月20日（土）14:00～16:00 東京都障害者福祉会館

発達障害を語り合う 凸凹交流会

1月20日、東京都港区にあ

る東京都障害者福祉会館和

室にて、現在草の根事業育

成財団助成事業として行っ

ている「発達障害当事者を

中心とした地域交流の場づ

くり」の一環で、凸凹交流会

を開催しました。

ゲストには、東京都で長年当

事者団体を運営している・

高森明さん・山本純一郎さ

ん・山田悠平さんのお三方

を招き、それぞれからこれま

でのご経験や課題感などを

お話いただきました。

後半は皆でテーマトークを

行いました。日頃は話しにく

い、身だしなみや衛生面に

ついて率直に、ざっくばらん

に話してみたいというご意

見があり、皆から経験談が

ゲストのおひとり、
山本純一郎さん
（手前）
「発達障害を語る
会」を長く運営さ
れる中での展開な
どをお話しいただ
きました。

次々に上がり、時間をやや超過して盛り上がりました。今後もこのような機

会を設けていきたい

と思います。寒い中ご

参加いただきました

11名の皆様、ありが

とうございました！



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
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☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

2023年12月６日（水）18:00～19:30 Zoom
ダブルマイノリティに関する事業の

報告会を開催しました

報告
2023年12月10日（日）高知県立大学

リカバリーカレッジ高知で話題提供を行いました（一社）精神障害当事者会ポルケ）

2023年1月から１２月まで行った齋藤茂昭記念財
団助成事業「発達障害と他のマイノリティ性のイン
ターセクショナリティ理解に関する当事者研究」の
報告会を、１２月６日（水）１８:００～、Zoomで行い
ました。冊子『発達障害の複雑性』にご寄稿いただ
いた方々をお招きし、一人の人間が複数のマイノリ

ティ性があることによる困難、その理解されにくさ
などを座談会形式でお話しました。
ご寄稿いただいた方々からは、それぞれのテーマ
の背景などのお話もあり、ご参加の皆様にはより
ご関心をもって冊子の方も読んでいただけるので
はないかと思いました。

ややわかりにくいテーマでの事業ということもあり、
１年間を通してご協力いただいた方々にはいろい
ろと考えていただくことになりましたが、発達障害
が脳機能の多様性という文脈
で語られることも多くなってい
る中で、一定重要な話題をつく

ることができたと感じておりま
す。
助成事業としては一区切りとな
りましたが、引き続き皆様との
議論を深めていきたいと感じて
います。

リカバリーカレッジ高
知２０２３年冬講座の
プログラムのひとつと
して、「私たちの共同
創造を考えよう」とい
うテーマで１２月１０日、

高知県立大学で講座
が行われました。この
中では共同創造につ
いて説明が行われた
あと、具体的な取組と
して、精神障害のある

人を包摂する防災に
ついてのワークショッ
プを行いました。その
中で熊本地震での当
事者の経験などをお

リカバリーカレッジ高
知（フェイスブックペ
ージ）

さんに、近隣をご案内いただきましたが、
津波避難タワーがあちこちに整備されて
おり、各地区で取り組みが行われている
とのことでした。
講座でお話しすると、お伝えするよりも
皆様のお知恵をいただくところが大きい

といつも感じます。今回皆様からいただ
いた貴重なお話をもとに、新たな展開に
つなげていきたいと感じました。
ご参加いただきました皆様、ありがとう
ございました。

話させていただきました。
高知県の人口の多い都市は沿岸部に集中しているそうです。南海トラフ地震のリスクも比較的高いと
されている土地ということもあり、皆さんのご関心が非常に高かったのが印象的でした。今回の講座の
コーディネートをしてくださったまきまき
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